
事例
タイトル

都市づくり
の分類

1－２．災害リスク情報の公開に係る
事例
①災害リスク情報の公開に係る事例
市民への幅広い周知（Web）

災害種別 水害
活用した
主なリスク
情報

災害危険区域
出水のおそれのある区域
土砂災害警戒区域

事例の特徴

取組地域

図版出典

都市に関する情報を検索する際に、災害リスク情報を選択して閲覧できるWeb環境を整備した事例

ホームページ上に「都市計画情報提供サービス」を整備し、用途地域や地域地区等の都市計画情報
とあわせ、「災害危険区域」「出水のおそれのある区域」「土砂災害警戒区域」等の災害リスク情報を
閲覧できる環境を整備している。

事例内容

北海道札幌市

【上図】都市計画情報提供サービス（札幌市：平成25年2月）
http://www.city.sapporo.jp/keikaku/web-gis/
【下図】災害危険区域・出水のおそれのある区域について（札幌市：平成23年2月）
http://www.city.sapporo.jp/toshi/k-shido/kakuninn/kokuji/saigaikiken/index.html

【災害リスクに基づく建築等の規制情報】
・出水のおそれのある区域
・災害危険区域
・土砂災害
・宅地造成工事規制区域
・その他規制区域

災害リスクに基づく建築等の規制に係る情報を、都市計画の閲覧ページに掲載

■札幌市都市計画情報提供サービス

必要な情報を選択 災害リスクに基づく建築等の規制情報や

都市計画を切り替えて表示可能

※「出水のおそれのある区域」「災害危険区域」の規制内容

災害危険区域（出水等の危険の著しい区域）、出
水のおそれのある区域（郊外の低地帯）の区域内
における建築行為に対して、建築基準法施行条例
に基づく指導を実施

①-1



事例
タイトル

都市づくり
の分類

1－２．災害リスク情報の公開に係る
事例
①災害リスク情報の公開に係る事例
市民への幅広い周知（Web）

災害種別 水害
活用した
主なリスク
情報

洪水ハザードマップ

事例の特徴

取組地域

図版出典

市民が被災状況をイメージしやすいよう、浸水シミュレーション、CGアニメーションを活用して浸水リス
ク情報を提供した事例

河川氾濫時の浸水被害の状況を視覚的に市民へ伝えるため、ホームページ上に「浸水シミュレーショ
ン（時系列による浸水）」「参考地点ＣＧアニメーション」を作成・公表している。

事例内容

大阪府豊中市

豊中市洪水ハザードマップ（平成25年1月：豊中市）
http://www.city.toyonaka.osaka.jp/kurashi/bosai/bousai_kikikanri/kouzuihazardmap2011.html

■時系列による浸水シュミレーション ■参考地区でのＣＧアニメーション

■「洪水ハザードマップ」のWebサイト トップページ

基本となる

洪水ハザー

ドマップ

特定地点にお
いて、浸水が進
んでいく状況を
動画で提示

時間の経過による浸水区域の広がり
や、参考地点での浸水深の変化を視
覚的に伝え、意識啓発

時間経過により
浸水範囲が拡
大する様子を、
地図で表記
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

1－２．災害リスク情報の公開に係る
事例
①市民への生活便利帳化による幅
広い効果的な周知（書籍）

災害種別 津波
活用した
主なリスク
情報

標高データ
(建物番地等の位置情報
との関連付けによって現
地活用が容易になった)

事例の特徴

取組地域

図版出典

建物番地等の掲載された詳細地図上に、海抜高度や避難場所等を表示すると共に、病院やコンビニ、重要文化財などの有
益な生活情報を網羅することで、生活便利帳としての日常的な繰り返しの利用を通して、津波からの避難の能力(=防災リテ
ラシー)が地域の地理特性に合わせて身に付く「減災マップ」を作成し、津波からの避難行動を促進する事例

市民が自分のいる場所の高度と避難場所へのルートを簡単に把握できるよう、建物番地等が位置情
報として地図にくまなく網羅されると共に、海抜高度40メートルまでを5～10メートルごとに色分けし、主
要道路の標高や、公園、学校、公共施設、中高層ビルの位置情報をあわせて表記している。また、病
院やコンビニ、文化財などの生活情報も表記していて、生活便利帳としての日常的な繰り返し利用に
よって、地域の防災情報と地理空間の結び付きが自然と脳裏に刷り込まれることで、万が一の場合に
も、市民が反射的に“率先避難”できるように工夫されている。

事例内容

沖縄県那覇市・沖縄市・糸満市・南城市 (平成25年3月末現在)

スーパー減災マップ（平成24年3月：生活地図株式会社）

■住宅地図をベースとした「スーパー減災マップ」

「子どもを含め誰が見てもすぐ分かる」こ

とを目標に、地域防災マップを生活便利

帳も兼ねて印刷物で作成

建物番地や道路が示された地図を

ベースに中高層ビルや避難場所など

の情報を表示。さらに、主要地点の

標高を明示。又、病院やコンビニ、文

化財等の位置情報を明示。

５～１０ｍ間隔で標高を表示

道路の標高店や
歩道橋・中高層
ビルを図示

牽引図において全市域の

海抜高度を表示
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

1－２．災害リスク情報の公開に係る
事例
①災害リスク情報の公開に係る事例
個人への情報提供（窓口）

災害種別 津波
活用した
主なリスク
情報

浸水実績（津波）

事例の特徴

取組地域

図版出典

建築建替えやまちづくりの検討時において、地域ニーズにあった津波実績等の災害リスク情報を提供
している事例

建築の建替えや復興計画の検討段階において市民が地図情報や災害リスク情報を活用できるよう、
復興地図センターにおいて、被災前後の航空写真や地図、地域の復興情報、津波の実績図等の提
供を行っている。

事例内容

岩手県大船渡市

【写真】独立行政法人 防災科学技術研究所プレス発表資料（平成23年12月：独立行政法人 防災科
学技術研究所）
http://www.bosai.go.jp/press/2011/pdf/20111220_01.pdf
【右図】311まるごとアーカイブス　復興地図センター（復興地図センター）
http://311archives.jp/index.php?gid=10576

■復興支援センターにおける地図相談の様子

・大船渡市仮設商店街に開設され

た復興地図センター ■復興支援センターの案内チラシ

・地図を使った様々な支援内容を提案

復興地図センターでは、検討結果を整理した地

図の作成、仮設住宅・店舗などの現況把握図の

作成、暫定的な津波避難の地図作成など、地図

を使った活動の支援も実施している。

被災地では、建物の再建地に関する

浸水リスクとして、浸水実績や津波シ

ミュレーションの結果などを情報提供

・地図を使った活動の様子
（復興地図センター内部）
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

1－２．災害リスク情報の公開に係る
事例
②市民の自主的な防災対策を促すよ
う工夫した事例
個人の避難行動の促進

災害種別 地震
活用した
主なリスク
情報

災害危険度判定調査
（地域危険度測定調査）

事例の特徴

取組地域

図版出典

市民が閲覧・活用しやすいよう表現を工夫して地域危険度情報を提供した事例

避難に関する情報を市民にわかりやすく伝えるよう、主要道路・公共施設等の記載された地形図を
ベースマップに危険度の高い地域（町丁目）を着色し、避難拠点・避難路の位置情報をあわせて表記
している。

事例内容

東京都

【左上図】「あなたのまちの地域危険度」パンフレット（地震に関する地域危険度測定調査報告書（第６
回）概要版）（平成20年2月：東京都）
http://www.toshiseibi.metro.tokyo.jp/bosai/chousa_6/home.htm
【右上図、下図】あなたのまちの大震災に備える東京危険度マップ（東京２３区＋多摩地域）（平成23
年2月：東京都）

■地域危険度測定結果に係る既往の表現方法 ■説明会・セミナーの説明用に見直した表現方法

市民の閲覧・活用を想定した効果的な情報提供

町丁目単位の地域危険度測定結果
（マップ）をホームページやリーフレッ
ト等で公開

・ベースマップに地形図を使用
・「建物倒壊」「火災の危険」が高い地域のみを

抽出してハッチがけ・着色
・避難拠点、避難路の情報を付記

マップの使い方、見方を解説し、書籍として編集
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

1－２．災害リスク情報の公開に係る
事例
②市民の自主的な防災対策を促すよ
う工夫した事例
個人の避難の判断力の向上

災害種別 水害
活用した
主なリスク
情報

洪水ハザードマップ

事例の特徴

取組地域

図版出典

住宅の構造・階数の違いによる避難の判断方法を示した中小河川洪水ハザードマップの作成

市民が自宅等の構造に応じた適切な避難方法を判断できるよう、ハザードマップの紙面上に、洪水前
後の各自の避難行動を確認するためのフローチャートを掲載している。

事例内容

北海道札幌市

中小河川洪水ハザードマップ（平成23年8月：札幌市）
http://www.city.sapporo.jp/kikikanri/chusyokasen.html

■住宅の構造・階数の違いによる避難の判断方法を示した中小河川洪水ハザードマップ
（逃げどきマップ）の作成

市民が主体的に避難の判断を
行うことを提起

施設管理者から提供された災害リスク情報を活用し、中小
河川洪水ハザードマップ（逃げどきマップ）を作成。

浸水の状況に併せ建物の構造・階数に

よる災害時の行動指針を示し、災害時

の円滑な避難と住宅等の防災対策の必

要性を啓発
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

1－２．災害リスク情報の公開に係る
事例
②市民の自主的な防災対策を促すよ
う工夫した事例
個人の耐震化の促進

災害種別 地震
活用した
主なリスク
情報

揺れやすさマップ
土地利用現況（建築年
次、建築構造等）

事例の特徴

取組地域

図版出典

建築年次・構造と想定震階により、個人住宅の全倒率を算定する方法を紹介した事例

「地震防災マップ（揺れやすさマップ、地域危険度マップ）」を作成・公表し、市民が自宅等の立地や建
築年次・構造から建物の全壊率（被害）を自ら算定・確認できるようにしている。

事例内容

長崎県長崎市（建築指導課）

「地震防災マップ（揺れやすさマップ、地域危険度マップ）」について（長崎市）
http://www1.city.nagasaki.nagasaki.jp/kenchiku/qa/qa16.htm

■Ｗｅｂ上に示された、自宅の安全度の確認ステップ

■揺れやすさマップ

・建築年次、構造別に全壊率を確認・自宅位置の想定震度を確認

■震度と建物全壊率との関係グラフ

「揺れやすさマップ」と「構造・建築年次」による自宅の安全度のセルフチェックを促進
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